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〔
報
道 

「
春
陽
・
国
画
連
合
展
／
＝
春
陽
会
名
古
屋
展
〕 

・『
中
部
日
本
新
聞
』 

昭
和
三
十
二
年
五
月
十
六
～ 

 
 

 
 

（
42
） 

 

「
春
陽
・
国
画
連
合
展
／
朝
倉
文
夫
回
顧
展
」 

き
ょ
う
開
幕
す
る 

二
つ
の
展
覧
会 

 

版
画
に
独
壇
場 

（
春
陽
・
国
画
連
合
展
） 

 
 

 

 
 

 

 

 

春
陽
・
国
画
連
合
展
は
本
社
主
催
に
よ
り
、
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
愛
知
県
美

術
館
で
開
か
れ
る
。
春
陽
展
は
絵
画
、
版
画
、
舞
台
美
術
の
三
科
で
二
百
四
十
点
、
国

画
展
は
絵
画
、
版
画
、
工
芸
、
写
真
と
四
科
で
三
百
四
十
点
。
全
会
場
六
百
点
に
近
い

大
展
覧
会
で
あ
る
。
十
六
日
は
東
京
か
ら
か
け
つ
け
た
国
画
会
の
宮
田
重
雄
氏
や
地
元

の
杉
本
健
吉
氏
、
ま
た
春
陽
会
で
は
東
京
会
員
の
中
谷
泰
氏
に
地
元
の
オ
ー
ル
・
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
て
飾
り
つ
け
を
終
了
し
た
。 

 

国
画
展
は
従
来
に
比
べ
て
ぐ
ん
と
非
具
象
形
式
の
絵
が
ふ
え
、
春
陽
展
の
新
具
象
の

多
い
会
場
と
よ
い
対
照
を
な
し
て
い
る
が
、
春
陽
展
の
岡
鹿
之
助
、
三
雲
祥
之
助
、
加

山
四
郎
氏
ら
、
国
画
展
の
宮
田
重
雄
、
香
月
泰
男
、
川
口
軌
外
、
杉
本
健
吉
氏
ら
が
そ

れ
ぞ
れ
力
作
を
な
ら
べ
て
い
る
。 

 

版
画
は
、
春
陽
、
国
画
の
独
壇
場
と
も
い
え
る
く
ら
い
で
、
春
陽
展
の
長
谷
川
潔
、

駒
井
哲
郎
、
国
画
展
の
ブ
ブ
ノ
ワ
、
益
田
義
信
の
諸
氏
が
佳
作
を
数
多
く
展
示
し
て
い

る
。
国
画
展
の
染
色
工
芸
、
春
陽
展
の
舞
台
美
術
も
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
大
い
に
人

気
を
よ
ぶ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。 
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〔
郷
土
作
家
の
作
品 

春
陽
・
国
画
連
合
展
〕 

＊
出
品
作
品
紹
介
／
青
字
作
品
題
名
無 

『
中
部
日
本
新
聞
』 

昭
和
三
十
二
年
五
月
十
四
日 

「
三
河
版
」 

・
春
陽
会 

市
川 

晃
（
宝
飯
郡
御
津
町
豊
沢
） 

《
ラ
ン
プ
と
静
物
》 

 

・
国
画
会 
鶴
田
昌
司
（
岡
崎
市
亀
井
町
） 

《
早
春
》 

 

五
月
十
五
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

伊
藤
勲
志
（
豊
川
市
牛
久
保
町
棒
田
） 

《
や
ぎ
》 

 

・
国
画
会 

小
山
田
敏
子
（
岡
崎
市
伊
賀
町
愛
宕
荘
） 

《
お
ん
ど
り
》 

 

五
月
十
六
日 

〈
三
河
版
〉 

・
国
画
会 

鈴
木
坂
治
（
岡
崎
市
元
能
見
町
西
町
） 

《
田
園
地
帯
》 

・
春
陽
会 

都
築
武
雄
（
碧
海
郡
桜
井
町
大
字
木
戸
） 

《
俺
達
の
村
》 

 
 

 

五
月
十
七
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
国
画
会 

写
真 

八
木
常
治
（
一
宮
市
上
本
町
通
） 

《
光
る
鉄
路
》 

 

 

五
月
十
七
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

今
泉
洋
吉
（
宝
飯
郡
御
津
町
大
字
泙
野
） 

《
壁
柱
》 

・
国
画
会 

竹
内 

浩
（
蒲
郡
市
三
谷
町
東
前
） 

《
食
卓
の
静
物
》 

 
 

 

五
月
十
七
日 

〈
三
重
版
〉 

・
国
画
会 

荒
木 

寛 

《
蓮
》 

／
・
春
陽
会 

高
木
敏
子 

《
積
藁
の
風
景
》 

 
 

 

五
月
十
七
日 

〈
三
重
版
〉 

・
春
陽
会 

出
岡 

実 

《
網
に
か
か
っ
た
魚
》 

 

・
春
陽
会 

南
川
郁
雄 

《
黒
と
白
の
構
成
》 

 
 

 

五
月
十
八
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

生
駒
英
世
（
岡
崎
市
伊
賀
町
愛
宕
） 

《
石
と
ツ
チ
》 

・
国
画
会 

杉
坂 

釣
（
碧
海
郡
上
郷
村
） 

《
野
の
仏
》 

 
 

 

五
月
十
八
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
春
陽
会 

大
沢
鉦
一
郞
（
知
多
郡
知
多
町
大
草
西
屋
敷
） 

《
写
生
》 

 

五
月
十
九
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
国
画
会 

田
島
幸
子
（
一
宮
市
石
野
町
） 

《
青
い
風
景
》 

 

五
月
十
九
日 

〈
三
河
版
〉 

・
国
画
会 

佐
藤 

宏 

《
印
象
》 

／
・
春
陽
会 

西
尾 

健 

《
古
煙
突
の
カ
サ
》 

 
 

 

五
月
二
十
一
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

稲
垣 
収
（
岡
崎
市
伊
賀
町
地
蔵
ケ
入
） 

《
火
葬
場
》 
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・
春
陽
会 

簗
瀬
武
夫
（
挙
母
市
大
字
寺
部
字
新
屋
町
） 

《
鋳
造
作
業
》 

 
 

 

五
月
二
十
一
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
春
陽
会 
前
川
剛
平
（
春
日
井
市
勝
川
町
） 

《
ビ
ス
モ
ー
タ
ー
》 

 

五
月
二
十
一
日 

〈
三
重
版
〉 

・
春
陽
会 

山
本
千
香
子 
《
赤
い
パ
イ
プ
》 

 

・
春
陽
会 

池
田
斗
九
三 

《
静
物
》 

 
 

 

五
月
二
十
二
日 

〈
三
重
版
〉 

・
春
陽
会 

郡 

楠
昭 

《
幻
想
の
建
築
》 

 
 

・
春
陽
会 

岡
田 

敬
《
静
物
》 

 
 

 

五
月
二
十
二
日 

〈
尾
張
版
〉
」 

・
国
画
会 

則
武
百
合
子
（
一
宮
市
今
伊
勢
町
本
神
戸
） 

《
瀬
戸
》 

 

五
月
二
十
二
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

田
中
英
明
（
挙
母
市
大
字
挙
母
字
切
戸
） 

《
工
事
場
》 

・
春
陽
会 

米
岡
秀
樹
（
挙
母
市
大
字
挙
母
字
西
薬
師
） 

《
タ
ン
ク
と
パ
イ
プ
》 

 
 

 

 

五
月
二
十
三
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
春
陽
会 

須
田
敏
夫
（
愛
知
郡
鳴
海
町
雷
） 

《
妙
高
暮
色
》 

 

五
月
二
十
三
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

川
澄
俊
次
（
渥
美
郡
田
原
町
柳
沢
） 

《
籾
摺
機
》 

・
春
陽
会 

金
子 

進
（
豊
橋
市
新
銭
町
） 

《
赤
い
静
物
》 

 
 

 

五
月
二
十
三
日 

〈
三
重
版
〉 

・
春
陽
会 

小
林
博
次 

《
ポ
ス
タ
ー
の
あ
る
風
景
》 

 
 

・
春
陽
会 

田
中
澄
子
《
ダ
リ
ア
》 

 
 

 

五
月
二
十
四
日 

〈
三
河
版
〉 

・
春
陽
会 

石
川
隆
雄
（
碧
海
郡
高
岡
町
大
字
駒
場
字
南
屋
敷
） 

《
丘
》 

・
春
陽
会 

森
下 

衛
（
渥
美
郡
渥
美
町
中
山
） 

《
河
口
》 

 
 

 

五
月
二
十
四
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
国
画
会 

中
井 

脩
（
海
部
郡
立
田
村
） 

《
静
物
》 

 
五
月
二
十
五
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
春
陽
会 
保
浦
清
顕
（
犬
山
市
熊
野
町
） 

《
石
灰
工
場
に
て
》 
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五
月
二
十
六
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
春
陽
会 

村
瀬
金
光
（
愛
知
郡
日
進
村
北
新
田
） 

《
建
物
》 

・
春
陽
会 

山
口 

繁
（
愛
知
郡
鳴
海
町
前
之
輪
） 

《
希
望
》 

 
 

 

五
月
二
十
八
日 

〈
尾
張
版
〉 

・
国
画
会 

石
原
忠
幸
（
海
部
郡
蟹
江
町
須
成
） 

《
か
な
し
み
》 

    〔「
私
の
作
品
」 

春
陽
・
国
画
連
合
展
〕 

＊
出
品
作
家
寄
稿 

『
中
部
日
本
新
聞
』 

昭
和
三
十
二
年
五
月
十
七
日 

〈
名
古
屋
市
内
版
〉 

・
春
陽
会 

清
水
耕
一
（
大
垣
市
二
葉
町
、
大
垣
北
高
教
諭
） 

「
密
集
す
る
平
面
表
現
」 

・
春
陽
会 

尾
関
重
之
助
（
多
治
見
市
虎
溪
山
町
） 

「
最
後
ま
で
て
こ
ず
る
」 

 

五
月
十
八
日 

〈
名
古
屋
市
内
版
〉 

・
春
陽
会 

山
田
隆
一
（
可
児
郡
御
嵩
町
） 

「
魚
の
位
置
に
苦
労
」 

・
春
陽
会 

松
原
鉄
之
（
中
津
高
校
教
諭
） 

「
姿
態
の
美
ね
ら
う
」 

 

五
月
十
九
日 

〈
岐
阜
版
〉 

・
春
陽
会 

塚
田
邦
彦
（
瑞
浪
市
釜
戸
町
） 

「
単
純
な
構
造
に
強
さ
」 

・
春
陽
会 

古
瀬
哲
二
（
益
田
郡
金
山
町
、
祖
師
の
野
東
中
学
教
官
） 

「
石
ガ
キ
よ
り
も

家
屋
に
苦
心
し
た
」 

 

五
月
二
十
一
日 

〈
岐
阜
版
〉 

・
春
陽
会 

加
納
新
生
（
中
津
川
市
駅
前
菓
子
店
主
） 

「
画
面
の
構
成
に
努
力
」 

・
春
陽
会 

高
山 

清
（
中
津
市
第
二
中
教
諭
） 

「
好
き
な
ま
ま
に
描
く
」 

 

五
月
二
十
二
日 

〈
岐
阜
版
〉 

・
国
画
会 

安
藤
誠
吾
（
瑞
浪
市
寺
河
戸
町
） 

「
冬
枯
れ
の
感
じ
に
苦
心
」 

・
春
陽
会 

伊
藤
敏
博 

「
東
洋
美
発
掘
に
努
力
」 

 

五
月
二
十
三
日 

〈
岐
阜
版
〉 

・
国
画
会 

安
藤 

実
（
土
岐
市
駄
知
町 

駄
知
小
教
諭
） 

「
黒
線
を
基
調
に
構
成
」 

・
国
画
会
工
芸 

佐
野 

周
（
養
老
郡
養
老
町
養
老
公
園
） 

「
陶
器
と
い
う
病
に 

」 
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〔
報
道
〕 

・『
中
部
日
本
新
聞
』 

昭
和
三
十
二
年
五
月
二
十
七
日 

〈
名
古
屋
市
民
版
〉 

（
42
） 

  

〝
絵
は
大
好
き
で
す
〟 

 
 

春
陽
・
国
画
連
合
展
に 

辰
巳
柳
太
郎
氏
訪
れ
る 

  

 

  

二
十
六
日
、
本
社
主
催
の
「
春
陽
・
国
画
連
合
展
」
（
県
美
術
館
、
二
十
八
日
ま
で
）

に
御
園
座
に
出
演
中
の
新
国
劇
の
辰
巳
柳
太
郎
氏
が
姿
を
あ
ら
わ
し
、
い
そ
が
し
い
舞

台
の
合
間
に
絵
を
楽
し
ん
だ
。
春
陽
会
の
加
賀
孝
一
郎
氏
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
美

術
館
の
採
光
の
良
さ
に
感
心
、「
絵
は
み
る
こ
と
も
描
く
こ
と
も
大
好
き
だ
が
、
静
か
で

美
し
い
も
の
が
い
い
で
す
ね
」
と
感
想
を
も
ら
し
、
と
く
に
舞
台
美
術
、
山
を
描
い
た

曾
宮
一
念
の
《
南
丘
爆
発
》
に
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。 
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